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討
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
漢
音
資
料
を
多
く
遺
す
清
原
宣
賢
書
写
本
を
活

用
す
れ
ば
、
漢
音
形
が
衰
退
し
、
呉
音
形
の
み
が
残
っ
て
い
く
様
相
を
捉
え
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
宣
賢
書
写
本
の
整
理
に
よ
っ
て
、
一
音
固
定
化
の
過
程

の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

本
稿
は
、
宣
賢
書
写
本
に
お
い
て
漢
音
形
衰
退
の
過
程
に
あ
る
字
の
漢
音

形
・
呉
音
形
の
分
布
を
調
べ
る
こ
と
と
、
そ
の
分
布
の
形
成
理
由
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
研
究
の
方
法

本
稿
で
対
象
と
す
る
の
は
、「
所
」「
初
」「
廢
」
の
三
字
で
あ
る
。
こ
の
三

字
は
宣
賢
書
写
本
に
お
い
て
、
漢
音
形
が
期
待
さ
れ
る
箇
所
に
、
漢
音
形
・
呉

音
形
の
両
形
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
漢
音
資
料
に

よ
っ
て
漢
音
形
が
確
定
で
き
、
宣
賢
書
写
本
お
よ
び
他
の
文
献
で
検
討
に
堪
え

う
る
用
例
数
を
得
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
三
字
の
み
で
あ
る
。

一
、
本
稿
の
目
的

経
書
等
の
漢
籍
は
漢
音
読
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

（
１
）

。
こ
の
認
識
は
室

町
時
代
の
学
者
で
も
同
様
で
あ
っ
た
（
２
）
。
し
か
し
室
町
時
代
に
お
け
る
漢
音
の
実

態
に
つ
い
て
は
、
清
濁
に
関
す
る
研
究
が
見
ら
れ
る
も
の
の
（
３
）

、
そ
の
他
は
い
ま

だ
不
明
な
点
が
多
い
。

本
稿
の
筆
者
は
、
室
町
時
代
に
生
き
た
清
原
宣
賢
（
一
四
七
五
―

一
五
五
〇
）
一
個
人
の
書
写
本
を
対
象
と
し
て
、
漢
字
音
の
記
述
を
行
っ
て
き

た
。
そ
の
宣
賢
書
写
本
に
は
漢
音
資
料
で
あ
っ
て
も
、
例
外
的
な
呉
音
混
入
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
多
く
呉
音
形
が
使
用
さ
れ
る
字
が
あ
る
。
そ
の
字
で
は
漢
音

形
よ
り
呉
音
形
が
優
勢
に
な
っ
て
お
り
、「
一
音
固
定
化
」
に
よ
り
漢
音
が
優

勢
に
な
る
日
本
漢
字
音
の
流
れ
（
４
）
に
逆
行
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、

漢
音
・
呉
音
の
両
音
を
も
つ
字
が
一
音
固
定
化
す
る
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て

お
り
、
そ
の
様
相
を
捉
え
る
た
め
に
は
漢
音
形
が
衰
退
す
る
字
に
つ
い
て
も
検

坂

　

水

　

貴

　

司

清
原
宣
賢
書
写
本
に
見
る
漢
音
形
の
衰
退
に
つ
い
て
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価
は
捨
象
し
て
仮
名
表
記
で
論
を
進
め
る
。
本
稿
で
扱
う
「
所
」「
初
」
字
は

平
安
鎌
倉
時
代
と
室
町
時
代
と
の
間
で
音
価
の
異
な
り
が
想
定
さ
れ
、
音
韻
表

記
・
音
声
表
記
の
ど
ち
ら
を
採
用
し
て
も
煩
雑
に
な
る
と
考
え
た
た
め
、
こ
の

よ
う
な
措
置
を
と
っ
た
。

三
、平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
所
」「
初
」「
廢
」
字
の
音
形

平
安
鎌
倉
時
代
の
資
料
で
「
所
」「
初
」「
廢
」
字
の
音
注
加
点
例
が
見
ら
れ

た
の
は
、
次
の
資
料
で
あ
る
。
資
料
の
種
類
ご
と
に
分
類
し
、
可
能
な
限
り
加

点
年
に
従
っ
て
並
べ
る
。
依
拠
テ
キ
ス
ト
は
【
　
】
内
に
示
す
。

（
１
）
漢
音
資
料

a
漢
籍
訓
読
資
料
：
東
北
大
学
『
史
記
』
巻
第
十
孝
文
本
紀
延
久
五

（
一
〇
七
三
）
年
点
【『
史
記
　
孝
文
本
紀
』
一
九
五
四
年
、
貴
重

古
典
籍
刊
行
會
】
／
宮
内
庁
書
陵
部
『
群
書
治
要
』（
550-

２
）
経

部
鎌
倉
中
期
点
【『
古
典
硏
究
會
叢
書
漢
籍
之
部
九
　
群
書
治
要
』

一
九
八
九
年
、
汲
古
書
院
】
／
杏
雨
書
屋
『
古
文
孝
経
』
仁
治
二

（
一
二
四
一
）
年
奥
書
本
【
杏
雨
書
屋
蔵
の
写
真
・
『
古
文
孝
経
』

一
九
三
九
年
、
貴
重
圖
書
影
本
刊
行
會
】

b
漢
籍
字
音
直
読
資
料
：
東
京
国
立
博
物
館『
蒙
求
』長
承
三（
一
一
三
四
）

年
点
（
声
点
は
平
安
中
期
）【
築
島
裕
『
長
承
本
蒙
求
』一
九
九
〇
年
、

汲
古
書
院
。
所
在
は
『
蒙
求
』
四
字
一
句
の
通
し
番
号
】

c
仏
書
訓
読
資
料
：
興
福
寺
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』【
築
島
裕
『
興

ま
ず
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
資
料
に
お
け
る
当
該
字
の
音
形
を
概
観
す
る
。
そ

の
後
、
宣
賢
書
写
本
で
の
当
該
字
の
漢
音
形
と
呉
音
形
の
分
布
を
調
査
す
る
。

平
安
鎌
倉
時
代
の
資
料
を
参
照
す
る
目
的
は
、
漢
音
形
を
確
定
す
る
こ
と
と
、

宣
賢
以
前
の
様
相
を
調
査
す
る
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。

宣
賢
書
写
本
に
は
漢
音
読
を
中
心
と
す
る
漢
音
資
料
の
他
、
漢
音
・
呉
音
・

唐
音
等
の
字
音
が
混
ず
る
資
料
（
抄
物
な
ど
。
以
下
「
混
読
資
料
」
と
称
す
る
）

が
存
す
る
。本
稿
で
は
漢
音
形
が
出
現
し
や
す
い
と
予
想
さ
れ
る
漢
音
資
料
と
、

相
対
的
に
出
現
し
に
く
い
と
予
想
さ
れ
る
混
読
資
料
の
二
群
に
分
け
て
考
察
を

行
う
。
抄
物
に
漢
文
本
文
を
載
せ
る
資
料
の
場
合
、
漢
文
本
文
部
分
を
漢
音
資

料
に
、
注
釈
の
部
分
を
混
読
資
料
に
含
め
た
。
宣
賢
書
写
本
に
合
わ
せ
、
平
安

鎌
倉
時
代
の
資
料
も
漢
音
資
料
と
混
読
資
料
の
両
方
を
参
照
す
る
。
た
だ
し
和

文
資
料
は
呉
音
中
心
で
あ
り
（
５
）

、
宣
賢
の
混
読
資
料
と
性
格
を
異
に
す
る
。
そ
の

た
め
、
調
査
し
た
資
料
は
往
来
物
を
含
む
日
本
漢
文
資
料
や
辞
書
で
あ
る
。

挙
例
は
語
を
単
位
と
す
る
。
漢
籍
の
割
注
部
分
で
単
字
の
字
義
を
説
明
し
た

も
の
は
「（
割
注
）」
と
注
記
し
、左
傍
に
あ
る
訓
点
に
は
「﹇
左
﹈」
と
注
記
し
た
。

用
例
中
の
仮
名
書
き
漢
語
に
は
（
　
）
内
に
振
り
漢
字
を
示
し
た
。
ま
た
巻
子

本
は
行
数
で
、
冊
子
本
は
丁
・
表
裏
・
行
数
で
所
在
を
表
示
す
る
。
た
だ
し
、

複
製
本
で
の
所
在
表
示
が
適
切
な
場
合
は
複
製
本
で
の
頁
数
等
を
表
示
し
た
。

本
稿
で
は
仮
名
音
注
が
漢
音
形
・
呉
音
形
の
ど
ち
ら
を
示
す
か
、
と
い
う
こ

と
が
分
か
れ
ば
よ
い
の
で
、「
音
形
」
と
表
現
し
た
場
合
に
も
、
具
体
的
な
音
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葉
字
類
抄
』
三
巻
本
【『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
18
　
色
葉
字
類
抄

一
　
三
巻
本
』
一
九
九
九
年
、
八
木
書
店
】

１
．
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
所
」
字
の
音
形

（
１
）
漢
音
資
料

平
安
鎌
倉
時
代
の
漢
音
資
料
で
は
「
ソ
」
形
が
中
心
で
あ
り
、「
シ
ヨ
」
形

が
例
外
的
に
出
現
す
る
。
こ
れ
よ
り
、「
ソ
」
形
が
漢
音
形
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。a

漢
籍
訓
読
資
料
：
所ソ

職
シ
ヨ
ク

579a
、
所ソ （
去
）
生
（
平
軽
）

211
（
以
上
『
古
文
孝
経
』）

c
仏
書
訓
読
資
料
：
所ソ

（
上
）
在
（
去
）
⑨
345
（
興
福
寺
本
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師

伝
』
Ｃ
種
点
＝
承
徳
三
〈
一
〇
九
九
〉
年
点
）　
佳
（
平
）
所ソ

（
上
）
⑨
370
、
所ソ

（
上
）
天

⑦
285
（
以
上
興
福
寺
本
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
Ｄ
種
点
＝
承
徳
三
年
頃
点
）    

所ソ

説

（
六
末
79-

５
）（『
教
行
信
証
』）

d
仏
書
字
音
直
読
資
料
：
所ソ

謂イ

169-

１
、
名
（
平
）
字
（
上
）
所ソ

（
上
）
謂
（
平
）

（
去
）

71-

４
、所ソ
（
上
）
有
（
上
）
一
切
６-

２
、所ソ
（
上
）
有
（
上
）
罪
（
上
）（
去
）
業ケ

フ
（
入
）

（
入
軽
）
並ヘ

イ
（
上
）（
平
軽
）
消セ

ウ
（
平
軽
）
除
（
平
）

65-

５
、所ソ
（
上
）
有
衆
（
平
軽
）
生
93-

７
、

所ソ
（
上
）
有
厄ヤ

ク
（
入
軽
）
難ナ

ン
（
去
）

11-

３
、所ソ
（
上
）
有
（
上
）
厄ヤ

ク
（
入
軽
）
難
（
去
）

88-

２
、

共ク
ヰ
ヨ
ウ（
去
）
所ソ
（
上
）
宣
（
平
軽
）
説
（
入
軽
）

53-

６
、之
（
上
）
所ソ
（
上
）
宣
（
平
軽
）
説
（
入

軽
濁
）（
入
軽
）

193-

５
、随
（
平
）
所ソ
（
上
）
住
（
去
）
處シ

ヨ
（
去
）
常
（
平
）
安
（
平
軽
）
樂
（
入
軽
）

66-

１
、大
（
去
）
師
（
平
）
所ソ

（
上
）
生
（
平
軽
）
處
（
上
）

74-

５
、之
所ソ

（
上
）
侵シ

ム
（
平
）

害
（
去
）

200-

５
、
為
毒
（
入
）

所ソ

（
上
）

中
（
平
軽
）

12-

５
（
以
上
『
仏
母
大
孔
雀
明

福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
藏
法
師
傳
古
點
の
國
語
學
的
硏
究
　
譯
文
篇
』

一
九
六
五
年
、東
京
大
学
出
版
會
】
／
東
本
願
寺
『
教
行
信
証
』（『
辨

正
論
』
引
用
部
分
）【『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
　
第
二
巻
』
一
九
七
四

年
、
法
蔵
館
（
６
）

】
／
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
貞
応
二
（
一
二
二
三
）
年
点
【
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

公
開
の
電
子
画
像
】

d
仏
書
字
音
直
読
資
料
：
東
京
大
学
国
語
研
究
室『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』

鎌
倉
中
期
点
【『
東
京
大
学
国
語
研
究
室
資
料
叢
書
第
十
五
巻
　
古

訓
点
資
料
集
（
１
）』
一
九
八
六
年
、
汲
古
書
院
。
所
在
は
、
同
複

製
本
の
頁
数
と
行
数
】
／
高
山
寺
『
大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
麽
耶
経

般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
品
』
鎌
倉
中
期
点
（
重
文
第
一
部
二
九
七
号
。

祖
点
は
鎌
倉
初
期
。
以
下
『
理
趣
経
』
と
す
る
）【
沼
本
克
明
「
高

山
寺
蔵
理
趣
経
鎌
倉
期
点
解
説
並
び
に
影
印
」（『
鎌
倉
時
代
語
研

究
』
第
六
輯
　
一
九
八
三
年
五
月
、
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
）】

e
研
究
書
：
宮
内
庁
書
陵
部
『
文
鏡
秘
府
論
』
保
延
四
（
一
一
三
八
）
年

点
【『
東
方
文
化
叢
書
第
一
　
文
鏡
秘
府
論
』
一
九
三
〇
年
、
東
方

文
化
学
院
。
所
在
は
表
紙
を
含
め
た
頁
数
・
行
数
】

f
書
簡
等
：
東
本
願
寺
『
教
行
信
証
』（
後
序
部
分
（
７
）
）

（
２
）
混
読
資
料

a
国
語
辞
書
類
：
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
『
節
用
文
字
』

【『
節
用
文
字
』
一
九
三
二
年
、
古
典
保
存
會
】
／
尊
経
閣
文
庫
『
色

ソ
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混
読
資
料
の
「
ソ
」（「
ゾ
」）
形
に
は
、『
節
用
文
字
』『
色
葉
字
類
抄
』
の
「
巷

所
」、『
節
用
文
字
』
の
「
所
澁
」
が
あ
る
。「
巷
所
」
に
つ
い
て
、『
色
葉
字
類
抄
』

に
は
「
所
」
字
の
呉
音
声
調）

10
（

を
示
す
平
声
濁
点
が
あ
る
。
前
接
字
「
巷
」
も
呉

音
声
調
を
示
す
平
声
点
が
見
ら
れ
る
の
で
、「
巷
所
」
の
「
ソ
」
形
は
呉
音
形

の
直
音
化
例
と
解
釈
で
き
る
。『
節
用
文
字
』
の
「
巷
所
」
の
例
も
同
様
に
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
『
節
用
文
字
』
の
「
所
澁
」
に
つ
い
て
、
連
接
字
等
の
外
部

的
な
根
拠
で
は
漢
音
と
確
定
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
混
読
資
料
で
は
漢
音
形
「
ソ
」
の
確
例
が
確
認
で
き
な
い
。

一
方
混
読
資
料
に
お
い
て
、「
所
」
の
呉
音
形
「
シ
ヨ
」
が
、
漢
音
形
「
ソ
」

に
比
べ
て
用
例
が
多
く
、
優
勢
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

２
．
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
初
」
字
の
音
形

（
１
）
漢
音
資
料

平
安
鎌
倉
時
代
の
漢
音
資
料
で
は
幅
広
い
文
体
で
「
ソ
」
形
の
み
が
出
現
す

る
。
そ
の
た
め
、「
初
」
字
の
漢
音
形
は
「
ソ
」
で
あ
る
と
言
え
る
。

b
漢
籍
字
音
直
読
資
料
：
太タ
イ
（
去
）
初ソ
（
平
軽
）
日
（
入
軽
）
月
（
入
軽
）

97
、初ソ
（
平
軽
）

平
（
平
軽
）
起キ
（
上
）
石セ

キ
（
入
）

341
、李リ
（
上
）
陵

リ
ヨ
ウ（
平
）
初ソ
（
上
）
詩
（
平
軽
）

19
（
以
上
『
蒙
求
』）

c
仏
書
訓
読
資
料
：
初

ソ﹇
左
﹈ 

兎
ト﹇
左
﹈⑧

307
（『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
貞
応
二
年
点
）

d
仏
書
字
音
直
読
資
料
：
初ソ
（
平
）
生
時
110-

３
、初ソ
（
上
）
生
時
106-

４
、初ソ
（
上
）

生
（
平
軽
）
時
（
平
）

108-

４
（
以
上
『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』）

e
研
究
書
：
初ソ

月
○東
18-

５
（『
文
鏡
秘
府
論
』）

王
経
』）　
常
（
平
）
所ソ

（
上
）（
去
）
遊
（
平
軽
）
處シ

ヨ
（
去
）

11
（
（
８
）

『
理
趣
経
』）

a
漢
籍
訓
読
資
料
：
處シ

ヨ（
去
） 

所
シ
ヨ﹇
左
﹈

179
（『
史
記
』延
久
点
）  

所シ
ヨ（
上
）
宜
（
平
濁
）

216b
（『
古

文
孝
経
』）

d
仏
書
字
音
直
読
資
料
：
佛
（
入
軽
）（
入
）
所シ

ヨ
（
平
）
宣
（
平
軽
）
説
（
入
軽
）

55-

５
、

倶
（
平
）
詣ケ

イ
（
去
）
佛
所シ

ヨ
（
平
）

204-

１
（
以
上
『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』）

「
シ
ヨ
」
形
が
出
現
す
る
資
料
の
う
ち
漢
籍
訓
読
資
料
の
『
古
文
孝
経
』
と

仏
書
字
音
直
読
資
料
の
『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』
で
は
、「
所
宣
」
と
い
う
例

が
共
通
し
て
い
る
。
呉
音
で
読
ま
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
漢
語
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
（
後
に
挙
げ
る
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
で
も
呉
音
読
さ
れ
て
い
る
）。

（
２
）
混
読
資
料

平
安
鎌
倉
時
代
の
混
読
資
料
に
は
、「
ソ
」
形
と
そ
の
連
声
濁
形
（
９
）

の
「
ゾ
」
形
、

「
シ
ヨ
」
形
と
そ
の
連
声
濁
形
の
「
ジ
ヨ
」
形
が
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　
　
a
国
語
辞
書
類
：
巷カ
ウ

所ソ

11
ウ
６
、
所
澁
ソ
シ
フ

38
オ
２
（
以
上
『
節
用

文
字
』） 

巷
（
平
濁
）
所
（
平
濁
）
カ
ウ
ソ
　
耕
作
㊤
91
ウ
３
（『
色
葉
字
類
抄
』）

　
　
　
　
　
a
国
語
辞
書
類
：
綱カ

ウ

所シ
ヨ

26
オ
１
（『
節
用
文
字
』）　
綱
所
カ
ウ
シ
ヨ
㊤

112
オ
７
、所
縁
シ
ヨ
エ
ン
㊦
84
ウ
１
、所
得
シ
ヨ
ト
ク
㊦
84
ウ
４
、所
知
シ
ヨ
チ
㊦
84
ウ
４
、

无
所シ
ヨ

詮セ
ン
ナ
シ
㊦
85
ウ
２
、所シ

ヨ

司シ

㊦
87
オ
３
、所
（
平
）
據
（
上
）
シ
ヨ
キ
ヨ
㊦
83
オ
６[

「
キ

ヨ
」
の
右
傍
に
「
コ
」]

、所
（
平
）
負
（
平
）
シ
ヨ
フ
㊦
83
ウ
７
、所
（
平
）
澁
（
入
軽
）

シ
ヨ
シ
フ
㊦
84
ウ
２
、
所
（
平
）
課
シ
ヨ
ク
ワ
㊦
84
ウ
４
、
所
（
平
）
依
（
上
）
シ
ヨ
エ
㊦
84
ウ

５
、
所
（
平
）

怙
（
平
）
シ
ヨ
コ
㊦
84
ウ
６
、
所
（
平
）

宣
（
平
）
シ
ヨ
セ
ン
㊦
84
ウ
６
、
閑

（
平
）
所
（
平
濁
）
カ
ン
シ
ヨ
㊤
109
オ
５
（
以
上
『
色
葉
字
類
抄
』）

シ
ヨ（
シ
ヨ
）

ソ
（
ゾ
）

ソ

シ
ヨ
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３
．
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
廢
」
字
の
音
形

（
１
）
漢
音
資
料

平
安
鎌
倉
時
代
の
漢
音
資
料
で
は
「
廢
」字
の
字
音
と
し
て
「
ヘ
イ
」「
ハ
イ
」

の
両
形
が
見
ら
れ
る
（「
癈
」
字
も
用
例
に
含
め
た
）。

a
漢
籍
訓
読
資
料
：
癈ヘ
イ
（
去
）
興
（
平
軽
）
③
20
（『
群
書
治
要
』）

a
漢
籍
訓
読
資
料
：
荒
癈ハ

イ
③
364
（『
群
書
治
要
』）

c
仏
書
訓
読
資
料
：
撥ハ

イ
ス
ル
（
六
末
70-

１
）（『
教
行
信
証）

11
（

』）

漢
音
資
料
に
は
「
ヘ
イ
」
形
も
存
す
る
。
中
国
語
中
古
音
で
同
じ
韻
を
有
し

た「
穢
」字
は
漢
音
資
料
で「
ヱ
イ
」と
出
現
す
る（「
穢ヱ
イ（
去
）⑩

474

」『
群
書
治
要
』）。

こ
れ
と
韻
が
一
致
す
る
「
ヘ
イ
」
が
元
々
の
漢
音
形
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
混
読
資
料

混
読
資
料
で
は
、「
ハ
イ
」
形
の
み
例
が
存
す
る
。

a
国
語
辞
書
：
癈
（
平
）
置
（
上
）
ハ
イ
チ
㊤
33
ウ
２
（『
色
葉
字
類
抄
』）

『
色
葉
字
類
抄
』
の
「
癈
置
」
の
例
に
は
呉
音
声
調
を
示
す
平
声
点
が
あ
り
、

呉
音
読
さ
れ
て
い
る
。

四
、
宣
賢
書
写
本
に
お
け
る
「
所
」「
初
」「
廢
」
字
の
音
形

以
下
の
資
料
に
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清

家
文
庫
蔵
本
で
依
拠
テ
キ
ス
ト
を
示
し
て
い
な
い
も
の
は
、
同
館
公
開
の
電
子

画
像
に
依
っ
た
。
多
く
挙
げ
る
所
蔵
機
関
は
、
次
の
略
称
で
示
す
。

京
大
清
家
＝
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
、
天
理
＝
天
理
大
学
附
属

f
書
簡
等
：
初ソ

夏カ

（
六
末
93-

８
）（『
教
行
信
証
』）

（
２
）
混
読
資
料

一
方
混
読
資
料
で
は
、「
ソ
」
形
と
「
シ
ヨ
」
形
の
両
方
が
出
現
す
る
。

a
国
語
辞
書
：
最
（
去
）
初
（
上
）
サ
イ
ソ
㊦
51
ウ
２
（『
色
葉
字
類
抄
』）

a
国
語
辞
書
：
初シ

ヨ
（
平
）
㊤
28
オ
４
、初
（
去
）
夜
（
平
）
シ
ヨ
ヤ
㊦
78
ウ
７
（
以
上
『
色

葉
字
類
抄
』）

混
読
資
料
で
「
ソ
」
形
で
現
れ
る
『
色
葉
字
類
抄
』
の
「
初
（
上
）
ソ

」
は
、
音

形
・
声
調
の
両
面
で
漢
音
と
一
致
す
る
も
の
の
、
懐
疑
的
な
目
で
見
れ
ば
次
の

よ
う
な
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
前
接
字
「
最
」
は
漢
音
声
調
・
呉
音
声
調
と
も
に

去
声
で
あ
り
、
前
接
字
で
判
断
で
き
な
い
。
ま
た
「
初
」
字
に
加
点
さ
れ
た
上

声
点
は
漢
音
資
料
と
一
致
す
る
一
方
で
、
呉
音
声
調
の
去
声
が
、
去
声
字
に
後

接
し
た
た
め
に
上
声
化
し
た
と
も
解
釈
で
き
る
。
よ
っ
て
当
該
例
の
「
ソ
」
が

漢
音
形
の
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
確
例
で
な
い
。

「
シ
ヨ
」
形
で
現
れ
る
『
色
葉
字
類
抄
』
の
「
初シ
ヨ
（
平
）
」
に
は
、
呉
音
形
を
示

す
仮
名
音
注
と
、
漢
音
声
調
を
示
す
声
点
が
あ
る
。
混
読
資
料
で
あ
る
『
色
葉

字
類
抄
』
で
は
、
漢
音
形
「
シ
ヨ
」
が
衰
退
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る
。「
初
夜
」
の
例
は
、
音
形
・
声
調
と
も
に
呉
音
で
あ
る
。

以
上
よ
り
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
混
読
資
料
で
は
呉
音
形
「
シ
ヨ
」
が
優
勢
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
音
形
「
ソ
」
が
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
も
の

の
、
本
稿
の
調
査
で
は
確
例
が
指
摘
で
き
な
か
っ
た
。

ヘ
イ

ハ
イ

ハ
イ

ソシ
ヨ
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（
１-

65
シ
５
貴
、
○
で
囲
ん
だ
数
字
は
残
存
冊
の
み
の
通
し
番
号
）

／
京
大
清
家
『
春
秋
経
伝
集
解
』
抄
物
（
１-

65
シ
７
貴
）
／
大
東

急
記
念
文
庫
『
大
学
聴
塵
』
抄
物
（
22-

35-

43
）【『
清
原
宣
賢
漢

籍
抄
翻
印
叢
刊
１
　
大
学
聴
塵
影
印
之
部
』
二
〇
一
一
年
、
汲
古
書

院
】
／
大
東
急
記
念
文
庫
『
孝
経
秘
抄
』（
22-

35-

44
）
抄
物

b
国
書
訓
読
資
料
：
京
大
清
家
『
年
中
行
事
』（
５-

17
ネ
２
貴
）

c
国
書
字
音
直
読
資
料
：
天
理
吉
田
『
祝
戸
并
反
閇
作
法
等
』（
吉

43-

80
）「
反
閇
作
法
」
部
分
【
天
理
図
書
館
所
蔵
画
像
。
所
在
は

「
反
閇
作
法
」で
の
行
数
】
／
天
理
吉
田
『
招
魂
祭
文
相
伝
切
紙
』（
吉

43-

98
）「
身
固
法
」
部
分
【
天
理
図
書
館
所
蔵
画
像
。
所
在
は
「
身

固
法
」
の
「
次
執
刀
呪
曰
」
か
ら
の
行
数
】
／
天
理
吉
田
『
宗
源
行

事
次
第
』（
吉
42-

397
）
字
音
直
読
部
分
【
天
理
図
書
館
所
蔵
画
像
】

d
国
書
抄
物
：
天
理
『
日
本
書
紀
抄
』
後
抄
本
（
210
・
１-

イ
151
）
抄
物

e
字
書
・
辞
書
：
京
大
清
家
『
宣
賢
卿
字
書
』（
４-

85
セ
１
貴
）【『
分

類
體
辭
書
　
宣
賢
卿
字
書
』
一
九
七
二
年
、
臨
川
書
店
】
／
京
大
清

家
『
塵
芥
』（
４-

85
シ
１
貴
）【『
清
原
宣
賢
自
筆
伊
路
波
分
類
體

辭
書
　
塵
芥
』
一
九
七
二
年
、
臨
川
書
店
】

１
．
宣
賢
書
写
本
に
お
け
る
「
所
」
字
の
音
形

（
１
）
漢
音
資
料

宣
賢
の
漢
音
資
料
に
お
け
る
用
例
は
、
全
て
漢
音
形
の
「
ソ
」
形
で
あ
る
。

天
理
図
書
館
、
天
理
吉
田
＝
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫

宣
賢
書
写
本
で
は
、
講
義
年
を
示
す
資
料
が
多
い
も
の
の
、
書
写
年
を
明
確

に
示
す
文
献
は
多
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
資
料
の
種
類
ご
と
に
分
け
て
並
べ
る

も
の
の
、
書
写
年
を
示
す
こ
と
は
省
略
す
る
。

（
１
）
漢
音
資
料

a
漢
籍
訓
読
資
料
：
京
大
清
家
『
孟
子
』（
１-

66
モ
２
貴
）
／
京
大
清

家
『
春
秋
経
伝
集
解
』
訓
点
（
１-

65
シ
７
貴
）
／
静
嘉
堂
文
庫
『
毛

詩
鄭
箋
』（8478-20-303-1
）【『
古
典
硏
究
會
叢
書
漢
籍
之
部
一
―

三
　
毛
詩
鄭
箋
』
一
九
九
二
年
―
一
九
九
四
年
　
汲
古
書
院
】
／
宮

内
庁
書
陵
部
『
礼
記
』（
556-

18
）【
宮
内
庁
書
陵
部
提
供
画
像
】
／

天
理
『
古
文
孝
経
』（
122
・
９-

イ
11
）【
天
理
図
書
館
提
供
紙
焼
写

真
】
／
大
東
急
記
念
文
庫
『
孝
経
秘
抄
』（
22-
35-

44
）
訓
点
【
原

本
調
査
】
／
天
理
『
周
易
抄
』（
122
・

１-

イ
13
）
訓
点
【
天
理
図

書
館
提
供
紙
焼
写
真
】
／
京
大
清
家
『
中
庸
章
句
』（
１-
66
チ
４
貴
）

／
京
大
清
家
『
蒙
求
』（
５-

67
ヒ
２
貴
）
注
釈

b
国
書
訓
読
資
料
：
天
理
『
日
本
書
紀
抄
』
後
抄
本
（
210
・
１-
イ
151
）

訓
点
【『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
二
十
七
巻
　
日
本
書

紀
纂
疏
　
日
本
書
紀
抄
』
一
九
七
七
年
、
天
理
大
学
出
版
部
】

（
２
）
混
読
資
料

a
漢
籍
抄
物
：
京
大
清
家
『
左
伝
聴
塵
』（
１-

65
サ
１
貴
、
○
で
囲
ん

だ
数
字
は
残
存
冊
の
み
の
通
し
番
号
）
／
京
大
清
家
『
春
秋
左
伝
抄
』
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連
接
〉
御コ

會
ク
ワ
イ

所シ
ヨ

）
12
（

15
ウ
１
（『
宣
賢
卿
字
書
』）　
閑カ

ン

所シ
ヨ

㊤
52
ウ
５
、
謫タ

ク

所シ
ヨ

㊤

68
ウ
４
、
會

ク
ワ
イ

所シ
ヨ

㊤
104
ウ
８
、
闕ケ

ツ

所シ
ヨ

㊦
13
オ
４
、
居キ

ヨ

所シ
ヨ

㊦
50
オ
５
・
㊦
50
ウ
２
﹇
ミ

セ
ケ
チ
﹈、
近キ
ン

所シ
ヨ

㊦
50
ウ
１
、
灸キ

ウ

所シ
ヨ

㊦
54
オ
３
、
名メ

イ

所シ
ヨ

㊦
60
ウ
５
、
遠エ

ン

所シ
ヨ

㊦

81
オ
７
、
所シ

ヨ

職
シ
ヨ
ク

㊦
75
ウ
２
、
所シ

ヨ

由ユ
ウ

㊦
75
ウ
３
、
所シ

ヨ

據キ
ヨ

㊦
75
ウ
５
（
以
上
『
塵
芥
』）    

〈
呉
音
に
連
接
〉
伴ハ

ン

道ダ
ウ

所シ
ヨ

㊤
10
ウ
１
・
㊤
11
オ
１
、
納ナ

ツ

所シ
ヨ

㊤
90
ウ
８
、
公ク

文モ
ン

所シ
ヨ

㊤
104
ウ
６
、
公ク

所シ
ヨ

㊤
108
オ
８
、
會エ

所シ
ヨ

㊦
81
オ
１
、
穢エ

所シ
ヨ

㊦
81
オ
７
、
殺セ

ツ

所シ
ヨ

㊦

99
オ
５
、
所シ

ヨ

領
リ
ヤ
ウ

㊦
68
オ
２
、
所シ

ヨ

從
シ
ユ
ウ

㊦
69
ウ
６
、
所シ

ヨ

属ソ
ク

㊦
69
ウ
６
、
所シ

ヨ

犯ホ
ン

㊦

75
ウ
２
、
所シ

ヨ

望マ
ウ

㊦
75
ウ
２
、
所シ

ヨ

行
キ
ヤ
ウ

㊦
75
ウ
３
、
所シ

ヨ

期コ

㊦
75
ウ
４
、
所シ

ヨ

悩ナ
ウ

㊦
75

ウ
４
（
以
上
『
塵
芥
』）　〈
連
接
字
で
の
判
断
不
可
〉
論ロ

ン

所シ
ヨ

㊤
９
ウ
７
、
配

（
ハ
イ
）

所
（
シ
ヨ
）

）
13
（

㊤
11
オ
２
、
番ハ

ン

所シ
ヨ

㊤
11
オ
２
、
本ホ

ン

所シ
ヨ

㊤
21
オ
３
、
住チ

ウ

所シ
ヨ

㊤
33
ウ
７
、
旅リ

ヨ

所シ
ヨ

㊤
38
ウ
６
、
兩

リ
ヤ
ウ

所シ
ヨ

㊤
39
オ
５
、
壇タ

ン

所シ
ヨ

㊤
68
ウ
７
、
當タ

ウ

所シ
ヨ

㊤
72
ウ
６
、
他タ

所シ
ヨ

㊤

73
オ
６
、
料レ

ウ

所シ
ヨ

㊤
76
オ
６
・
㊤
77
ウ
１
、
顯ケ

ン

所シ
ヨ

㊦
12
オ
２
、
行ア

ン

在サ
イ

所シ
ヨ

㊦
33
ウ
２
、

在サ
イ

所シ
ヨ

㊦
42
ウ
７
、
貴キ

所シ
ヨ

㊦
50
オ
７
、
節セ

ツ

所シ
ヨ

㊦
95
オ
２
、
所シ

ヨ

帯タ
イ

㊦
68
オ
２
、
所シ

ヨ

知チ

㊦
68
オ
２
、
所シ

ヨ

司シ

代タ
イ

㊦
69
オ
５
、
所シ

ヨ

促ヤ
ク

㊦
75
ウ
１
、
所シ

ヨ

課ク
ワ

㊦
75
ウ
２
、
所シ

ヨ

持チ

㊦
75
ウ
２
、
所シ

ヨ

得ト
ク

㊦
75
ウ
２
、
所シ

ヨ

存ソ
ン

㊦
75
ウ
３
、
所シ

ヨ

作サ

㊦
75
ウ
３
、
所シ

ヨ

能ノ
ウ

㊦

75
ウ
３
、
所シ

ヨ

爲ヰ

㊦
75
ウ
３
、
所シ

ヨ

詮セ
ン

㊦
75
ウ
４
、
所シ

ヨ

勞ラ
ウ

㊦
75
ウ
４
、
所シ

ヨ

見ケ
ン

㊦
75
ウ
４
、

所シ
ヨ

縁エ
ン

㊦
75
ウ
５
、
所シ

ヨ

勘カ
ン

㊦
75
ウ
５
、
所シ

ヨ

愛ア
イ

㊦
75
ウ
５
（
以
上
『
塵
芥
』）

「
ソ
」
形
が
現
れ
る
の
は
、
国
書
抄
物
の
『
日
本
書
紀
抄
』
で
あ
る
。「
成
所

作
智
」
は
仏
教
語
で
、「
所
」
字
に
前
接
す
る
「
成
」
字
は
呉
音
読
さ
れ
て
お
り
、

「
所
」字
の
音
形
は
呉
音
形
が
期
待
さ
れ
る
。
よ
っ
て
『
日
本
書
紀
抄
』の
「
ソ
」

形
は
、
呉
音
形
「
シ
ヨ
」
の
直
音
形
と
考
え
ら
れ
る）

14
（

。

a
漢
籍
訓
読
資
料
：
會
所ソ

⑬
６
ウ
３
（『
春
秋
経
伝
集
解
』
訓
点
）    

公
所ソ

④
203

（『
毛
詩
鄭
箋
』）　
所ソ

長
（
上
）
⑦
16
オ
２
ｂ
（『
礼
記
』）　
所ソ

生
15
オ
２
（『
古
文
孝
経
』）    

所ソ

生セ
イ

﹇
所
・
シ
ヨ
ト
不
讀
﹈
43
ウ
３
（『
孝
経
秘
抄
』
訓
点
）

漢
音
資
料
の
用
例
は
全
て
経
書
の
用
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
挙
げ
た
経
書
は
い

ず
れ
も
、
本
奥
書
を
写
し
て
い
た
り
、
古
い
時
代
の
表
記
を
残
し
て
い
た
り
し

て
お
り
、
移
点
の
影
響
の
強
い
資
料
で
あ
る
。

ま
た
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
孝
経
秘
抄
』
の
「
所
生
」
の
例
に
は
、「
所
・

シ
ヨ
ト
不
讀
」
と
い
う
注
が
あ
り
、
表
記
と
し
て
「
ソ
」
が
出
現
す
る
の
み
で

は
な
く
、﹇so

﹈
と
発
音
す
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
混
読
資
料

宣
賢
の
混
読
資
料
で
は
、「
ソ
」「
シ
ヨ
」
の
二
形
が
確
認
さ
れ
る
。

d
国
書
抄
物
：〈
呉
音
に
連
接
〉成
ジ
ヤ
ウ

所ソ

作サ

智チ

㊦
54
オ
10
ａ（『
日
本
書
紀
抄
』抄
物
）

a
漢
籍
抄
物
：
〈
呉
音
に
連
接
〉
所シ

ヨ

行
キ
ヤ
ウ

③
27
オ
12
（『
左
伝
聴
塵
』）　

〈
連
接
字
で
の
判
断
不
可
〉
キ（
急
）ウ

シ（
所
）ヨ

⑪
15
オ
23
（『
春
秋
経
伝
集
解
』
抄
物
）    

所シ
ヨ

談タ
ン

９
オ
6b
、
見ケ

ン

所シ
ヨ

45
ウ
2a
（
以
上
『
大
学
聴
塵
』
抄
物
）

b
国
書
訓
読
資
料
：〈
呉
音
例
〉
所シ

ヨ
（
平
）
司シ
（
平
）
１
オ
４
（『
年
中
行
事
』）〈
漢

音
に
連
接
〉
山サ
ン

作サ
ク

所シ
ヨ

８
ウ
11
（『
年
中
行
事
』）

c
国
書
字
音
直
読
資
料
：
〈
連
接
字
で
の
判
断
不
可
〉
所シ

ヨ

使シ

15
（『
祝

戸
并
反
閇
作
法
等
』「
反
閇
作
法
」
部
分
）　
所シ

ヨ

使シ

執シ
ユ

持チ

金コ
ン

刀タ
ウ

２
（『
招
魂
祭
文
相
伝

切
紙
』「
身
固
法
」
部
分
）

e
字
書
・
辞
書
：
〈
単
字
〉
所
（
上
）
シ
ヨ
㊤
28
オ
５
（『
塵
芥
』）　〈
漢
音
に

ソシ
ヨ ソ
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一
方
、
足
利
学
校
一
世
快
元
の
弟
子
、
柏
舟
宗
趙
（
一
四
一
六
―

一
四
九
五
）
講
の
抄
物
『
周
易
抄
』（
抄
者
は
横
川
景
三
）
に
は
、
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
る）

15
（

。

初
六
・
三
卦
ノ
時
モ
六
ソ
・
（
易
の
卦
）
カ
ウ
ア
ル
ソ
・
初ソ

六
ト
・

ヨ
ム

人
モ
ア
レ
ト
モ
・
初シ
ヨ

ト
ヨ
ム
ソ
・
我
等
ハ
初シ

ヨ

ト
ヨ
ム
ソ

（
第
一
冊
　
８
オ
14
・
15
　
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）

京
都
の
学
者
と
足
利
学
校
の
学
者
と
で
の
音
形
の
相
違
に
つ
い
て
足
利
衍
述

は「
諸
博
士
家
の
善
を
取
り
自
己
の
見
を
加
へ
足
利
流
を
立
て
た
る
も
の
な
り
」

と
し
、
足
利
学
校
独
自
の
読
み
方
を
立
て
た
も
の
と
考
え
た）

16
（

。
ま
た
川
瀬
一
馬

は
、「
何
れ
も
関
東
方
言
が
学
校
の
講
義
に
現
れ
て
い
る
事
実
を
示
す
も
の
に

外
な
ら
な
い
。」
と
、
方
言
の
違
い
に
よ
る
音
形
の
相
違
と
考
え
た）

17
（

。
し
か
し

方
言
に
よ
る
音
形
の
相
違
で
あ
れ
ば
、
音
韻
と
し
て
は
両
方
言
で
対
応
す
る
の

で
、
足
利
学
校
側
の
柏
舟
宗
趙
の
記
述
に
「
ソ
」
と
「
シ
ヨ
」
の
区
別
が
あ
る

こ
と
が
不
自
然
で
あ
る
。
本
稿
の
筆
者
は
方
言
に
よ
る
相
違
で
は
な
く
、
京
都

の
学
者
と
足
利
学
校
の
学
者
と
い
う
学
派
の
違
い
に
よ
る
、
呉
音
形
受
容
の
相

違
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

宣
賢
は
息
子
良
雄
（
初
名
業
賢
、
一
四
九
九
―
一
五
六
六
）
に
書
写
さ
せ
た

『
百
衲
襖
』（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
、
１-

62
ヒ
２
貴
）
に
自
ら

書
き
入
れ
を
し
て
お
り
、『
百
衲
襖
』
の
当
該
部
分
を
見
た
と
思
わ
れ
る
（
た

だ
し
良
雄
書
写
本
の
当
該
部
分
は
現
存
し
な
い
）。ま
た
柏
舟
宗
趙
の『
周
易
抄
』

は
宣
賢
自
ら
書
写
し
て
い
る
の
で
、
双
方
の
言
説
を
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

呉
音
の
直
音
形
「
ソ
」
を
除
け
ば
、
漢
音
読
字
に
連
接
す
る
場
合
を
含
め
、

混
読
資
料
で
は
全
て
「
シ
ヨ
」
形
で
あ
る
。
特
に
、
漢
音
資
料
の
京
都
大
学
附

属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
『
春
秋
経
伝
集
解
』
訓
点
部
分
に
出
現
す
る
「
會
所ソ

⑬

６
ウ
３
」
は
、
混
読
資
料
の
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
『
塵
芥
』
で

「
會
ク
ワ
イ

所シ
ヨ

㊤
104
ウ
８
」
と
現
れ
て
お
り
、
同
じ
語
で
あ
っ
て
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。

２
．
宣
賢
書
写
本
に
お
け
る
「
初
」
字
の
音
形

（
１
）
漢
音
資
料

宣
賢
の
漢
音
資
料
で
は
、
漢
音
形
の
「
ソ
」
形
と
呉
音
形
の
「
シ
ヨ
」
形
と

の
両
形
が
出
現
す
る
。

a
漢
籍
訓
読
資
料
：
初ソ

（
平
）
筮セ

イ
（
去
）〈
市
制
反
〉
⑰
２
ウ
５
（『
礼
記
』）

a
漢
籍
訓
読
資
料
：
初シ

ヨ

九キ
ウ

①
12
ウ
５
（『
周
易
抄
』）　
初シ

ヨ

學カ
ク
（
清
）
５
ウ
５
（『
中

庸
章
句
』）

「
シ
ヨ
」
形
が
出
現
す
る
『
周
易
抄
』
の
「
初
九
」
は
、
室
町
時
代
に
京
都

の
学
者
と
関
東
（
足
利
学
校
）
の
学
者
と
で
異
な
る
語
形
を
使
用
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
京
都
の
禅
僧
桃
源
瑞
仙
（
一
四
三
〇
―
一
四
八
九
）
は
抄
物

の
『
百
衲
襖
』
で
次
の
よ
う
に
記
す
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
１-

62
ヒ

１
貴
に
依
る
）。

足
利カ
ヽ

ニ
ハ
初シ

ヨ

九
ト
ヨ
ム
ソ
・
京
ノ
儒
者
ハ
初ソ

九
・
初ソ

六
ト
ヨ
ム
ト
云
ソ

（
第
一
冊
17
ウ
12
）

ソシ
ヨ
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a
漢
籍
抄
物
：
〈
漢
音
に
連
接
〉
初シ

ヨ

九キ
ウ

⑨
20
オ
15
（『
左
伝
聴
塵
』）    

初シ
ヨ

六リ
ク

①
22
オ
６
、
初シ

ヨ

九キ
ウ

③
54
ウ
１
（
以
上
『
春
秋
左
伝
抄
』）　〈
呉
音
に
連
接
〉
初

シ
ヨ﹇
左
﹈

献コ
ン﹇
左
﹈④

15
オ
９
（『
左
伝
聴
塵
』）

c
国
書
字
音
直
読
資
料
：
〈
呉
音
に
連
接
〉
元ケ

ン

元ケ
ン

元
ク
ワ
ン

初シ
ヨ

２
ウ
３
（『
宗

源
行
事
次
第
』）

e
字
書
・
辞
書
：
〈
単
字
〉
初
（
平
）
シ
ヨ
㊤
11
オ
６
（『
塵
芥
』）　〈
呉
音
に

連
接
〉
初シ
ヨ

献コ
ン

㊦
75
ウ
６
（『
塵
芥
』）　〈
連
接
字
で
の
判
断
不
可
〉
最サ

イ

初シ
ヨ

㊦

43
オ
４
、
初シ

ヨ

心
㊦
75
ウ
５
、
初シ

ヨ

參
㊦
75
ウ
６
、
初シ

ヨ

度
㊦
75
ウ
６
、
初シ

ヨ

番ハ
ン

㊦
75
ウ
６
、

初シ
ヨ

後コ

㊦
75
ウ
６
（
以
上
『
塵
芥
』）

３
．
宣
賢
書
写
本
に
お
け
る
「
廢
」
字
の
音
形

（
１
）
漢
音
資
料

宣
賢
の
漢
音
資
料
で
は
、「
ヘ
イ
」
形
と
「
ハ
イ
」
形
の
両
形
が
現
れ
る
（
仮

名
音
注
の
「
＼
」
は
、
当
該
音
注
に
合
点
が
あ
る
こ
と
を
示
す
）。

a
漢
籍
訓
読
資
料
：
隳ク

ヰ
〈
火
規
反
〉
廢ヘ

イ
①
２
オ
３
、
廢ヘ

イ

興
存
亡
④
５
ウ
５
（
以

上
『
孟
子
』）　
廢ヘ

イ
（
去
）

置
⑮
８
ウ
5b
、
廢

＼
ヘ
イ（
去
）〈
甫
肺
反
〉

疾
㉒
４
ウ
６
、
廢ヘ

イ

疾
㉓

35
オ
７
、
廢ヘ

イ

興
㉙
43
ウ
３
（
以
上
『
春
秋
経
伝
集
解
』
訓
点
）　
廢ヘ

イ
（
去
）（
割
注
）

⑬
115a
、廢ヘ

イ

（
割
注
）
⑬

270a
、廢ヘ

イ
（
去
）
興
（
平
）
①
31
、廢ヘ

イ

亂
⑤
21b
・
⑥
15a
、廢ヘ

イ
（
去
）

徹
⑬
269
、荒
廢

ヘ
イ﹇
左
﹈⑭

224
、衰
廢ヘ

イ
⑳

184b
、廢ヘ

イ

壞
⑳
194
（
以
上
『
毛
詩
鄭
箋
』）　
廢ヘ

イ
（
去
）

（
割
注
）
③
14
ウ
7b
・
⑯
５
オ
1a
、廢ヘ

イ

（
割
注
）
③
26
ウ
4b
・
⑦
28
ウ
3a
、廢ヘ

イ
（
去
）

疾
⑦
１
ウ
７
・
⑩
16
オ
6a
、
廢ヘ

イ

疾
⑩
２
ウ
1a
、
廢

＼
ヘ
イ﹇
左
﹈疾

④
31
ウ
４
、
廢ヘ

イ
（
去
）
衣

宣
賢
は
京
都
の
学
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
宣
賢
が
両
言
説
を
知
り
な
が
ら
、「
初

九
」に
対
し
て
「
足
利
」の
読
み
方
と
一
致
す
る
「
シ
ヨ
」形
を
選
択
し
た
の
は
、

漢
音
形
「
ソ
」
を
習
得
し
て
お
ら
ず
、「
ソ
」
を
一
種
の
読
み
癖
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

「
シ
ヨ
」
形
の
出
現
す
る
『
中
庸
章
句
』
の
例
で
は
、「
初
學
」
の
「
學
」
に

清
注
記
が
付
さ
れ
、
漢
音
形
で
読
む
べ
き
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
注
記
を
し
た
語
の
中
の
「
初
」
字
に
対
し
て
「
シ
ヨ
」
形
を
選
択
し
た
の
も
、

漢
音
形
「
ソ
」
を
習
得
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、宣
賢
は
「
初
」字
の
漢
音
形
「
ソ
」を
習
得
し
て
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
宣
賢
書
写
の
時
点
で
、
既
に
漢
音
形
「
ソ
」
が
衰
退
し
て
い
た
こ
と
が

原
因
で
あ
ろ
う
。
混
読
資
料
で
あ
る
『
塵
芥
』
の
単
字
掲
出
形
も
「
シ
ヨ
」
で

あ
り
、
こ
れ
を
裏
づ
け
る
。『
礼
記
』
に
「
ソ
」
形
が
出
現
す
る
の
は
、
移
点

の
底
本
に
「
ソ
」
形
が
存
在
し
て
お
り
、
底
本
の
形
を
引
き
継
い
だ
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
宣
賢
の
『
礼
記
』
巻
第
十
七
に
は
、「
以
唐
本
書
写
之
以
累
代
秘

本
加
朱
點
墨
點
了
」と
い
う
宣
賢
の
奥
書
に
加
え
、寿
永
元
（
一
一
八
二
）
年
・

建
治
二
（
一
二
七
六
）
年
の
奥
書
を
も
つ
本
に
よ
っ
て
校
合
し
た
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
献
で
あ
れ
ば
、
底
本
の
形
を
引
き
継
い
で
い
る
可

能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
混
読
資
料

全
例
「
シ
ヨ
」
で
、
宣
賢
が
「
ソ
」
形
を
習
得
し
て
い
な
い
と
い
う
想
定
に

反
す
る
例
は
な
い
。

シ
ヨ

ヘ
イ
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ウ
7b
、
廢

ハ
イ﹇
左
﹈（

割
注
）
③
26
ウ
4b
、 

廢
ハ
イ﹇
左
﹈ 

（
去
）
疾
⑦
１
ウ
７
（
以
上
『
礼
記
』）

右
傍
に
は
「
ヘ
イ
」
形
が
多
く
、
左
傍
に
は
「
ハ
イ
」
形
が
多
い
。
加
点
の

際
に
は
右
傍
に
加
点
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
た
め
、右
傍
に
あ
る
「
ヘ
イ
」
が
、

漢
籍
訓
読
資
料
に
お
け
る
原
則
的
な
形
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
合
点
が
付
さ

れ
た
例
が
左
右
の
「
ヘ
イ
」
に
二
例
認
め
ら
れ
る
の
も
、
こ
れ
を
裏
づ
け
る
。

し
か
し
左
傍
の
「
ハ
イ
」に
も
合
点
が
あ
る
こ
と
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

合
点
が
あ
る
の
は
「
廢
置
」
の
例
で
あ
る
。
そ
こ
で
宣
賢
書
写
本
で
「
廢
置
」

に
加
点
し
た
例
を
抜
き
出
す
と
、
次
の
例
が
あ
る
。

廢ハ
イ
（
去
）
置
⑫

162b
（『
毛
詩
鄭
箋
』）　
廢ハ

イ

置
（
去
）

㉔
60
オ
８
（『
春
秋
経
伝
集
解
』
訓
点
）

い
ず
れ
も
呉
音
形
の
「
ハ
イ
」
で
あ
る
。
平
安
鎌
倉
時
代
の
用
例
と
し
て
挙

げ
た
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
で
も
呉
音
読
さ
れ
て
お
り
、「
廢
置
」
で
は
呉

音
形
が
固
定
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

国
書
訓
読
資
料
『
日
本
書
紀
抄
』
の
「
ハ
イ
キ
ヨ
サ
ウ
」
の
例
は
「
廢
渠
槽
」

の
三
字
に
対
す
る
注
で
あ
る
。
注
の
「
環
謂
」
と
は
宣
賢
出
家
後
の
号
で
あ

る
「
環
翠
軒
」
の
こ
と
と
考
え
る
。『
日
本
書
紀
抄
』
は
出
家
前
の
大
永
六
・
七

（
一
五
二
六
）
年
の
成
立
で
あ
る
。
し
か
し
出
家
後
の
天
文
年
間
に
も
『
日
本

書
紀
抄
』
を
用
い
て
講
義
を
行
っ
て
お
り
、
出
家
後
に
注
記
を
行
う
こ
と
は
可

能
で
あ
る
。
ま
た
、宣
賢
が
永
正
九（
一
五
一
二
）年
に
書
写
し
た『
日
本
書
紀
』

（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
210
・
１-

イ
331
）
に
は
こ
の
注

記
が
な
い）

18
（

。
そ
の
た
め
、
宣
賢
が
参
照
し
た
『
日
本
書
紀
』
に
存
在
し
た
注
で

は
な
く
、
宣
賢
が
後
に
補
っ
た
注
と
考
え
ら
れ
る
。

⑩
24
ウ
４
（
以
上
『
礼
記
』）

a
漢
籍
訓
読
資
料
：
廢ハ

イ
（
去
）

滞タ
イ
（
去
）
⑬
84
オ
７
、
廢

＼
ハ
イ﹇
左
﹈（
去
）

置
⑮
８
ウ
5b
、

廢ハ
イ

置チ

（
去
）

㉔
60
オ
８
、
廢

ハ
イ﹇
左
﹈（
去
）〈
甫
肺
反
〉
疾
㉒
４
ウ
６
、
廢ハ

イ

隊ツ
ヰ
〈
直
類
反
〉

㉒
14
オ
６
、

廢ハ
イ﹇
左
﹈興

㉙
43
ウ
３
（
以
上
『
春
秋
経
伝
集
解
』訓
点
）　
廢ハ

イ（
去
）
置
⑫

162b
、廢ハ

イ（
割
注
）

⑬
279b
、荒
廢ハ

イ
⑭
224（
以
上『
毛
詩
鄭
箋
』）　
廢

ハ
イ﹇
左
﹈（

割
注
）③
26
ウ
4b
、廢ハ

イ（
去
）（
割
注
）

③
14
ウ
7b
・
⑪
６
ウ
3a
、廢ハ

イ

疾シ
ツ

④
31
ウ
４
、
廢

ハ
イ﹇
左
﹈
疾
⑦
１
ウ
７
、違
廢ハ

イ
⑰
16
オ
3a
（
以

上
『
礼
記
』）　
廢ハ

イ

シ
テ
㊤
31
オ
５
、
廢ハ

イ

（
割
注
）
㊦
61
ウ
10
、
廢ハ

イ

格
㊦
12
ウ
12

（
以
上
『
蒙
求
』
注
釈
）

b
国
書
訓
読
資
料
：
環
謂
ハ（

廢
）イ
キ（

渠
）ヨ
サ（

槽
）ウ
可
讀
歟
㊥
20
オ
９
（『
日
本
書

紀
抄
』
訓
点
）

宣
賢
の
漢
音
資
料
で
は
「
廢
」
字
の
左
右
両
方
に
音
注
が
加
点
さ
れ
る
例
が

目
立
つ
。
一
字
に
対
し
て
左
右
に
音
注
加
点
が
あ
る
例
に
つ
い
て
、
加
点
位
置

に
よ
っ
て
分
け
て
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

ヘ
イ
（
六
例
）：
廢ヘ
イ
（
去
）

置
⑮
８
ウ
5b
、
廢

＼
ヘ
イ（
去
）〈
甫
肺
反
〉
疾
㉒
４
ウ
６
、
廢ヘ

イ

興
㉙
43
ウ
３（
以
上『
春
秋
経
伝
集
解
』訓
点
）　
廢ヘ

イ（
去
）（
割
注
）③
14
ウ
7b
、廢ヘ

イ（
割

注
）
③
26
ウ
4b
、
廢ヘ

イ
（
去
）
疾
（
割
注
）
⑦
１
ウ
７
（
以
上
『
礼
記
』）

ハ
イ
（
二
例
）：
荒
廢ハ

イ

し
て
⑭
224
（『
毛
詩
鄭
箋
』）　
廢ハ

イ

疾シ
ツ

④
31
ウ
４
（『
礼
記
』）

ヘ
イ
（
二
例
）：
荒
廢

へ
イ﹇
左
﹈し
て
⑭
224
（『
毛
詩
鄭
箋
』）　
廢

＼
へ
イ﹇
左
﹈
疾
④
31
ウ
４
（『
礼

記
』）

ハ
イ
（
六
例
）： 

廢
＼
ハ
イ﹇
左
﹈（
去
）

置
⑮
８
ウ
5b
、 

廢
ハ
イ﹇
左
﹈（
去
）〈
甫
肺
反
〉

疾
㉒
４
ウ
６
、

廢ハ
イ﹇
左
﹈

興
㉙
43
ウ
３
（
以
上
『
春
秋
経
伝
集
解
』
訓
点
）　
廢

ハ
イ﹇
左
﹈ 

（
去
）（
割
注
）
③
14

ハ
イ

右
傍

左
傍



̶ 37 ̶

五
、
考
察
と
ま
と
め

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
表
１
の
よ
う
に
な
る
。

表
１

１
．
宣
賢
書
写
本
に
お
け
る
漢
音
形
・
呉
音
形
の
分
布

宣
賢
の
漢
音
資
料
に
は
漢
音
形
と
呉
音
形
が
並
存
し
、
混
読
資
料
に
は
呉
音

形
の
み
が
出
現
す
る
。
し
か
し
、
漢
音
資
料
で
も
漢
音
形
が
現
れ
る
の
は
移
点

資
料
に
集
中
す
る
。

２
．
宣
賢
書
写
本
に
お
け
る
漢
音
形
・
呉
音
形
分
布
の
形
成
理
由

本
稿
で
対
象
と
し
た
字
に
つ
い
て
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
漢
音
資
料
で
は
漢
音

形
が
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
平
安
鎌
倉
時
代
の
混
読
資
料
で
は

『
日
本
書
紀
抄
』で
は
、訓
注
の
被
注
語
を
原
則
漢
音
で
読
む
。宣
賢
が「
ハ
イ
」

と
加
点
し
た
の
は
、漢
音
形
「
ヘ
イ
」
が
衰
退
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

宣
賢
書
写
本
で
「
ヘ
イ
」
形
を
残
す
資
料
で
も
、「
所
」「
初
」
字
よ
り
揺
れ

が
大
き
い
こ
と
は
、「
廢
」字
の
特
徴
と
言
え
る
。
平
安
鎌
倉
時
代
に
漢
音
形「
ヘ

イ
」
が
衰
退
し
始
め
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
混
読
資
料

宣
賢
の
混
読
資
料
で
は
、
全
て
「
ハ
イ
」
形
で
あ
る
。

a
漢
籍
抄
物
：
〈
連
接
字
で
の
判
断
不
可
〉
廢ハ
イ

シ（
合
字
）テ

ノ
ク
ヘ
シ
②
７
オ

３
（『
左
伝
聴
塵
』）　
爵
・
禄
・
予ヨ

・
置チ

・
生
・
奪
・
廢ハ

イ

・
誅
ナ
リ
３
ウ
4b

（『
孝
経
秘
抄
』
抄
物
）

b
国
書
訓
読
資
料
：〈
呉
音
に
連
接
〉
廢ハ

イ
（
平
）
務ム

（
平
）
３
オ
11
、
６
ウ
１
、

停チ
ヤ
ウ（
平
）
廢ハ

イ
（
去
）
ス
９
オ
10
（
以
上
『
年
中
行
事
』）　〈
連
接
字
で
の
判
断
不
可
〉

廢ハ
イ
（
平
）
朝テ

ウ
（
平
）

8
ウ
1
（『
年
中
行
事
』）

e
字
書
・
辞
書
：
〈
呉
音
に
連
接
〉
廢ハ

イ

忘マ
ウ

㊤
13
ウ
６
、
廢ハ

イ

務ム

㊤
14
ウ
６
、

停チ
ヤ
ウ

廢ハ
イ

㊤
36
オ
８
、
興コ

ウ

廢ハ
イ

㊦
25
オ
５
（
以
上
『
塵
芥
』）　〈
連
接
字
で
の
判
断

不
可
〉
廢ハ
イ

処シ
ヨ

㊤
11
オ
２
、
廢ハ

イ

朝テ
ウ

㊤
14
ウ
６
、
廢ハ

イ

置チ

㊤
14
ウ
６
、
廢ハ

イ

學カ
ク

㊤
14
ウ
６
、

陵レ
ウ

廢ハ
イ

㊤
77
オ
８
、
荒

ク
ワ
ウ

廢ハ
イ

㊤
109
オ
２
（
以
上
『
塵
芥
』）

宣
賢
の
混
読
資
料
に
は
漢
音
読
が
期
待
さ
れ
る
箇
所
が
存
し
な
い
も
の
の
、

漢
音
形
加
点
が
な
い
こ
と
か
ら
、
宣
賢
の
混
読
資
料
で
は
呉
音
形
「
ハ
イ
」
が

優
勢
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

所

初

廢

倉鎌安平

漢
音
資
料

「
ソ
」
中
心

「
ソ
」
の
み

「
ヘ
イ
」「
ハ
イ
」

両
形

混
読
資
料

「
シ
ヨ
」
優
勢

「
シ
ヨ
」
優
勢

「
ハ
イ
」
の
み

　賢宣

漢
音
資
料

移
点
資
料「
ソ
」
移
点
資
料
「
ソ
」

そ
の
他
「
シ
ヨ
」
移
点
資
料

「
ヘ
イ
」「
ハ
イ
」

そ
の
他
「
ハ
イ
」

混
読
資
料

「
シ
ヨ
」
の
み

「
シ
ヨ
」
の
み

「
ハ
イ
」
の
み

ハ
イ
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﹇
注
﹈

（
１
）
築
島
裕
『
平
安
時
代
語
新
論
』（
一
九
六
九
年
、東
京
大
學
出
版
會
）
四
〇
六
頁
な
ど
。

（
２
）
清
原
宣
賢
の
『
大
学
聴
塵
』（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
）
に
、「
桓
武
天
皇
延
暦
十
七

年
二
月
十
四
日
　
勑
ヲ
下
シ
テ
　
五
經
ヲ
ハ
・
漢
音
ニ
・

ヨ
ム
ヘ
シ
ト
也
。」（
３
オ

1b
）
と
あ
る
。

（
３
）
湯
沢
質
幸
「
室
町
時
代
に
お
け
る
清
濁
と
呉
音
・
漢
音
―
文
明
本
節
用
集
を
中
心
と

し
て
―
」（『
国
語
国
文
』
第
四
六
巻
第
二
号
　
一
九
七
七
年
二
月
、
京
都
大
学
文
学
部

国
語
学
国
文
学
研
究
室
）、石
山
裕
慈
「
室
町
時
代
に
お
け
る
漢
字
音
の
清
濁

―
『
論

語
』
古
写
本
を
題
材
と
し
て

―
」（『
弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
一
〇
八
号
　

二
〇
一
二
年
一
〇
月
、
弘
前
大
学
教
育
学
部
）
な
ど
。

（
４
）
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』（
一
九
八
二
年
、

武
蔵
野
書
院
）
一
一
二
七
頁
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
変
体
漢
文
に
お

い
て
、「
一
字
に
つ
い
て
漢
呉
両
読
あ
る
字
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
統

一
し
て
読
」
む
傾
向
が
あ
り
、「
各
漢
字
に
、一
音
固
定
化
の
現
象
が
あ
っ
た
」
と
し
た
。

ま
た
そ
れ
は
、「
漢
音
に
固
定
す
る
も
の
の
方
が
多
か
っ
た
」
ら
し
い
。

（
５
）
柏
谷
嘉
弘
『
日
本
漢
語
の
系
譜
―
そ
の
摂
取
と
表
現
―
』（
一
九
八
七
年
、
東
宛
社
）

八
六
六
頁
。

（
６
）
所
在
も
同
複
製
本
に
依
っ
た
。
声
点
は
佐
々
木
勇
「
親
鸞
使
用
の
声
点
加
点
形
式
に

つ
い
て

―
坂
東
本『
教
行
信
証
』声
点
の
位
置
づ
け

―
」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』

第
一
二
九
輯
　
二
〇
一
二
年
九
月
、
訓
点
語
学
会
）
に
依
り
、「
墨
大
声
点
」
の
み
を

認
め
る
。

（
７
）
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
の
後
序
部
分
は
親
鸞
の
文
書
で
、
当
時
の
慣
用
に
従
っ
て
漢

音
読
さ
れ
た
。
佐
々
木
勇
「
親
鸞
筆
『
教
行
信
証
』
の
漢
音
―
出
現
箇
所
と
加
点
理

由
―
」（『
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
紀
要
　
第
二
部
』
第
一
九
巻
　
一
九
九
七
年
、
広

島
大
学
学
校
教
育
学
部
）
六
頁
。

（
８
）
当
該
例
は
、「
所
」
字
の
上
声
点
に
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。

呉
音
形
が
優
勢
で
あ
っ
た
。
平
安
鎌
倉
時
代
の
資
料
の
状
況
か
ら
、
混
読
資
料

に
お
け
る
呉
音
形
へ
の
一
音
固
定
化
が
、
漢
音
形
の
衰
退
を
引
き
起
こ
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
混
読
資
料
に
お
け
る
一
音
固
定
化
は
進
行
し
、
本
稿

で
扱
っ
た
字
は
呉
音
読
に
固
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
使
用
頻
度
の
低
く
な
っ
た

漢
音
形
は
衰
退
し
、
呉
音
形
の
使
用
は
漢
音
資
料
に
も
広
が
っ
た
。
宣
賢
書
写

本
で
は
移
点
の
影
響
が
あ
る
資
料
に
限
っ
て
漢
音
形
が
出
現
す
る
こ
と
か
ら
、

宣
賢
は
既
に
漢
音
形
を
習
得
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
移
点
の
影
響
が
あ
る
資
料
で
も
表
記
の
み
漢
音
形
を
残
し
た
の
で
は

な
く
、
発
音
上
も
漢
音
形
を
残
す
（『
孝
経
秘
抄
』
の
「
所
・
シ
ヨ
ト
不
讀
」）。

移
点
の
底
本
の
形
を
引
き
継
ぎ
、
宣
賢
の
時
代
と
し
て
は
特
殊
な
語
形
を
採
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
読
み
の
「
正
当
性
」
を
担
保
し
つ
つ
、
同
時
代
他
文
献
と

の
読
み
の
差
異
化
を
図
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
テ
キ
ス
ト
の
威
信
を
高
め
る
目
的

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
扱
っ
た
三
字
は
漢
音
形
が
衰
退
し
、
呉
音
形
が
残
存
す
る
と
い
う
過

程
を
経
た
。し
か
し
漢
音
形
の
衰
退
が
三
字
同
時
進
行
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
、

本
稿
の
検
討
で
分
か
っ
た
。「
廢
」
字
は
平
安
鎌
倉
時
代
の
漢
音
資
料
で
も
揺

れ
が
あ
り
、
漢
音
形
衰
退
の
兆
し
が
見
ら
れ
た
。
一
方
「
所
」「
初
」
字
は
平

安
鎌
倉
時
代
の
漢
音
資
料
で
漢
音
形
を
保
ち
、「
廢
」
字
よ
り
漢
音
形
衰
退
が

遅
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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S

科
研
費
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
、
課
題
番
号26･5483

）
の
成
果
の
一
部
で
す
。

―
さ
か
み
ず
・
た
か
し
、
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
―

（
９
）「
連
声
濁
」
の
用
語
は
、
鼻
音
が
関
与
的
な
濁
音
化
に
つ
い
て
指
す
。
高
山
倫
明
「
連

濁
と
連
声
濁
」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
八
八
輯
　
一
九
九
二
年
三
月
、
訓
点
語

学
会
）
一
一
九
頁
、
同
『
日
本
語
音
韻
史
の
研
究
』（
二
〇
一
二
年
、
ひ
つ
じ
書
房
）

一
二
〇
頁
の
提
案
に
従
っ
た
。

（
10
）
呉
音
声
調
は
、
東
辻
保
和
「
安
田
八
幡
宮
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
經
の
音
注
（
資
料
）」

（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』第
四
四
輯
　
一
九
七
一
年
六
月
、訓
点
語
学
会
）、親
鸞
筆『
佛

説
阿
彌
陀
經
』『
佛
説
觀
無
量
壽
經
』
被
字
音
注
漢
字
索
引
」（『
比
治
山
女
子
短
期
大

学
紀
要
』
第
二
七
・
二
八
号
・
二
九
号
、
一
九
九
二
年
一
〇
月
・
一
九
九
三
年
三
月
・

一
九
九
四
年
三
月
、
比
治
山
学
園
比
治
山
女
子
短
期
大
学
）
で
認
定
し
た
。

（
11
）
当
該
例
は
「
撥
」
を
「
廢
」
の
字
音
で
読
ん
だ
も
の
か
。
こ
の
例
は
別
筆
と
考
え
ら

れ
る
も
の
の
、
大
き
く
時
代
の
降
る
筆
で
は
な
い
。

（
12
）
語
構
成
が
「
御
」
＋
「
會
所
」
と
解
釈
で
き
る
た
め
、
漢
音
に
連
接
す
る
例
と
し
た
。

（
13
）原
本
で
は
右
傍
に「
同
」と
あ
る
。
直
前
の「
廢ハ

イ

処シ
ヨ

」の
音
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

（
14
）
広
島
大
学
中
央
図
書
館
蔵
『
遺
跡
講
式
』（
大
国
二
五
〇
六
）
室
町
期
点
で
は
「
成
（
去

濁
）
所シ

ヨ
（
平
）
作
（
平
）
智
（
平
）

123
」
と
あ
り
、音
形
・
声
調
と
も
に
呉
音
と
判
断
で
き
る
。『
日

本
書
紀
抄
』
に
お
け
る
当
該
例
は
、
別
筆
の
可
能
性
も
あ
る
。

（
15
）
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
（
122
・

１
―
イ
17
）
清
原
宣
賢
写
。
原
本
調
査

に
依
る
。

（
16
）
足
利
衍
述
『
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
』（
一
九
三
二
年
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
會
）

六
〇
九
頁
。

（
17
）
川
瀬
一
馬
『
増
補
新
訂
　
足
利
学
校
の
研
究
』（
一
九
七
四
年
、講
談
社
）
一
七
三
頁
。

（
18
）
テ
キ
ス
ト
は
原
本
調
査
に
依
っ
た
。

﹇
付
記
﹈
資
料
調
査
に
あ
た
っ
て
、
原
本
や
画
像
の
所
蔵
機
関
の
関
係
各
位
に
は
ご
高
配
を

賜
り
ま
し
た
。
ま
た
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
査
読
委
員
の
皆
様
に
は
貴
重
な
ご
意

見
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
し
か
し
、
い
た
だ
い
た
ご
意

見
全
て
を
反
映
で
き
て
い
な
い
点
は
、
私
の
力
不
足
に
よ
る
も
の
で
す
。
本
稿
は
、




